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事前申込や有料のイベントもありますので、詳しくはtetteにお問い合わせください。

中央図書館☎（75）3309

こども読み聞かせ会（読み聞かせの会ポケット）
3月13日（土）・27日（土）　午後2時
※自由参加（定員20人）
おひざにだっこのおはなし広場
（おはなしの会ラ・ポム）
3月17日（水）　午前11時
※自由参加（定員30人）

市民交流センター☎（73）4407

こどもセンター☎（76）6687

tetteホームページ
tetteインスタグラム

　tetteは、2月13日に発生した地震で被害を受け、復旧作業や安全点検が完了した
箇所から順次再開していく予定です。
　また、新型コロナウイルス感染症対策を取りながら講座なども再開しますが、感染
状況によっては中止または延期になる可能性があります。詳しくはtetteホームペー
ジでご確認ください。

▪こどもセンターだより

▪tette動画を配信中
　生活に役立つ情報をはじめ、家族で楽しめる工作や体操などの動画をtette公式ホームページやインスタグラムで
配信しています。ぜひご覧ください。

子育て相談会
3月15日（月）　午前10時30分～11時30分
子育て支援講座　「助産師さん相談会」
3月18日（木）　午前10時～11時　※事前申込
親子イベント　「手作りおもちゃであそぼう」
3月19日（金）からキットを配布　※事前申込

▪図書館だより

ホワイトデークッキング！（3月中旬配信予定） 音楽を楽しもう（3月下旬配信予定）靴下で簡単ぬいぐるみ（配信中）
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ふるさとの遺産
№319須賀川アルバム

－昭和の記録写真から－

下駄工場の輪積み
（昭和20年代）

屋根を越えるほど高い輪積みの塔が並びます

代 表 者
会 員
発足年月
連 絡 先
活 動 日
活動場所

薄井　樹
き え こ

恵子
10人
平成16年4月
☎090−6626−5344
毎月第1月曜日
稲田公民館

稲田書道クラブ

　平成5年に、稲田公民館でインストラクターをされ
ていた大橋先生にお願いして書道を指導いただいたこ
とがきっかけで、平成16年に書道クラブとして発足
しました。
　書道は小学校以来でした。小学校時代は、墨を磨

す

る
のに時間が掛かって嫌だったり、母親に白いブラウス
を墨だらけにして怒られたりした記憶があります。今
は、クラブの皆さんとコミュニケーションを取り、ス
トレスを発散しながら楽しく書を書いています。書道
は楷書だけではなく、調和体やペン字、仮名もあり、
飽きずに楽しく続けられま
す。私自身、年を重ねている
ので、脳トレも兼ねて15年
続けてこられました。
　皆さんも小学生に戻った気
持ちで書道を始めてみません
か？クラブでは、興味のある
人を待っています。

　私のふるさと静岡市は、葵
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区からなる
静岡県の県庁所在地です。
　今川家や徳川家の城下町として栄え、東海道五十三次の
宿がありました。当時は江戸と京を結ぶ主要道で、大名行
列をはじめ、旅人の往来で活気にあふれていました。その
せいか個人的には、よその方を気軽に受け入れる気質で大
らかな市民が多いと感じます。気温が暖かいせいか？時間
にちょっぴりルーズな「しぞーか人」が多いですね。
　お茶と蜜

み

柑
か ん

のイメージが強いですが、近海や駿河湾の幸
が多く、マグロやカツオはもちろん、生の桜エビや賞味期
限が1日しかない生シラスが絶品です。市民は真夏でもか
き氷と一緒に食べるほど大好物の静岡おでんは「だし粉

こ

」と
いう、イワシ・サバ・アジ節にアオサ粉などを混ぜたもの
をかけて食べます。
　スノーボードが趣味なので、須賀川に来て家からゲレン
デに短時間で行けることがとても嬉しいです。静岡からだ
と4～6時間かけて向かい、車中泊か未明の出発が当たり
前で大変でした。機会がありましたら、ぜひ「しぞーか」に
行ってみてください。
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